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１．受験資格
○令和７年３月小学校を卒業する見込みの者。
○保護者と同居し、通学時間が片道１時間３０分以内の自宅通学者。

約５０名２．募集人員

３．受験区分
Ａ日程 専願・一般

※専願とは、入学試験に合格すれば必ず入学する方のみを対象とする制度です。
Ｂ日程 一般

４．出願期間
Ａ・Ｂ日程 １２月１９日(木) ～１月１６日(木） 〈Ｗｅｂ出願〉

５．出願手続
〔 〕 、 。本校ホームページから Ｗｅｂ出願サイト にアクセスし 出願手続きを進めてください

マイページ作成 → 出願者情報入力 → 検定料決済 → 受験票印刷
※詳細は別紙「Ｗｅｂ出願の流れ」を参照してください。
※ご家庭にパソコン・スマートフォン等、インターネット環境がない場合は、本校にご

来校いただき、出願手続きを行ってください （事前に来校日時をご連絡ください）。
※入学検定料は２０，０００円です （支払時には手数料が必要となります）。

６．入学試験
Ａ日程 １月１８日(土)
Ｂ日程 １月２０日(月)

学科：２教科 （各４０分･各１００点)
Ａ日程 国語･算数

（専願･一般） 作文： ３０分・３００字）（
面接：受験生のみ 〔専願〕個別・ 一般〕グループ、 〔

学科：２教科（各４０分･各１００点)
Ｂ日程 国語･算数
（一般） 作文： ３０分・３００字）（

面接：受験生のみ、グループ

〔集合時刻〕 午前８時３０分（午前８時より受付開始）

〔試 験〕
○Ａ日程〔専願・一般〕 ○Ｂ日程〔一般〕

配付 開始 終了 配付 開始 終了
国 語 8:50 8:55 9:35 国 語 8:50 8:55 9:35
算 数 9:50 9:55 10:35 算 数 9:50 9:55 10:35
作 文 10:50 10:55 11:25 作 文 10:50 10:55 11:25
面 接 11:40以降 面 接 11:40以降

〔持 参 品〕
①受験票・写真票（必ず切り離して持参してください）
②筆記用具（鉛筆〔ｼｬｰﾌﾟﾍﾟﾝｼﾙ可 ・消しゴムの他は机上に出せません）〕
③上履き（下履きを入れる袋も用意してください）
※腕時計等の使用は不可。
※面接終了まで、受験者は校舎外に出ることはできません。

７．合格発表
Ａ日程 郵送：１月１９日(日)

Web専用サイト：１月１９日（日）午後２時～１月２１日（火）正午
Ｂ日程 郵送：１月２１日(火)

Web専用サイト：１月２１日（火）午後２時～１月２３日（木）正午
（電話等による合否のお問い合わせには一切応じられません）

８．入学手続
専 願 １月２０日(月) ～ １月２２日(水)

手続期間 一 般 １月２０日(月) ～ １月２４日(金)
Ｂ日程 一 般 １月２１日(火) ～ １月２４日(金)
専 願 入学金と施設費を銀行振り込みにて納入してください
一 般 入学金と施設費を本校事務所に納入してください

※事務所受付時間：午前９時～午後４時
（専願の方は銀行の取扱時間内）

９．合格者招集
〔専願・一般〕 １月２４日（金）午後４時３０分 （午後４時より受付開始）
※詳細については、合格通知書同封の「合格者注意事項」を参照してください。
※無断で欠席された場合は合格を取り消します。
※必ず保護者同伴で出席してください。
※当日に、制服等の代金（一部）が必要です。

１０．その他の注意事項
①学科試験について、受験上の注意は入学試験当日にします。
②入学試験前日の校舎内への立ち入りは禁止しています。
③保護者の方も来校の際には必ず上履き（下履きを入れる袋も）を用意してください。
④校内に駐車スペースはなく、また、学校付近の交通の妨げにもなりますので、自家用車
による送迎および来校はご遠慮ください。

（令和６年度現行のもの）１１．学校納入金について

入 学 金 100,000円 施 設 費 50,000円

授業料(年額) 504,000円 校費(年額) 108,000円 維持費(年額) 72,000円

、 。※出願および入学手続時に納入された費用は 理由の如何にかかわらず返還いたしません

１２．その他費用
○入学までに制服・体育用品等の購入費用として約13万円が必要です。
○学年積立金（修学旅行・各種教材費等の預かり金） 10,000円(月額)
※令和７年度予定。残金は卒業後に返還。

○諸会費 父母の会費 600円(月額)／生徒会費 400円(月額)

１３．校納金減免制度（入学後の手続となります）
本学園に兄弟姉妹が同時に在学する場合

（１）同一家族から２名在学する場合、１名は維持費全額を免除します。
（２）同一家族から３名在学する場合、さらに１名につき施設費および維持費の全額と授業

料半額を免除します。
（３）同一家族から双子が在学する場合、１名は施設費および維持費の全額と授業料半額を

免除します。

Ａ日程

手続方法


